
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和5年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○全職員による共通理解と共通
実践
・学び合いを取り入れたわかりや
すい授業の実践

○「嬉野メソッド」に基づく授業に
取り組み、「授業がわかりやすい」
と回答した児童が９０％以上。

・「嬉野メソッド」に基づく授業の中
で、自分の考えを持つ場や学び合
いの場を設定する。
・思考を助ける掲示を活用したり、
発問を工夫して、学習内容の理解
を図る。

A

　アンケートでは、児童も教師も高い評
価結果が出ており、わかりやすい授業
が展開されているということができる。
今後、その成果として学力向上に表れ
るよう、取り組みを継続し児童の学習
内容の理解を深めていく必要がある。

A

・児童や保護者のアンケート結果から、
概ねわかりやすい授業がなされている
と考える。
・ただ、保護者のアンケートからも家庭
学習の不足や読書量の少なさが課題
として挙げられる。学力向上のために
は欠かせない要素であり保護者の協
力を得ながら指導していく必要がある。 A

・子どもによって個人差があり、内容を
共有しながら音読・漢字・計算・自学に
取り組んでもらいたい。
・宿題の書き直しをしっかりしてもらい
たい。
・算数等の学習への苦手意識とその対
処方法について、学校の方策が合致し
ているか、検討をしてほしい。

●児童生徒が、自他の生命を尊
重する心、他者への思いやりや社
会性、倫理観や正義感、感動する
心など、豊かな心を身に付ける教
育活動

○学校評価のアンケートの「道徳
の授業で学んだことを大切にした
いと思う」と回答した児童が９０％
以上

・年に2回アンケートを実施
・道徳の授業・体験活動の充実
・人権月間（11月）
　（ふれあい道徳、人権集会、きら
りの木）

A

・児童アンケート「道徳の授業で学んだ
ことを大切にしたいと思う」の項目で９
５．９％であった。
・11月の教育の日に合わせて、授業参
観で全校一斉の「ふれあい道徳」を実
施し、保護者の関心を高める。

A

・１１月の「ふれあい道徳」では、ジン
ちゃんケンちゃんの教材を使って全校
で取り組み、保護者に授業を公開する
ことができた。
・人権月間として、学級の行動宣言や
きらりの木に取り組んだ。人権集会で
は、動画視聴を通して差別や決めつけ
をしないことの大切さを伝えた。
・児童アンケート「道徳の授業で学んだ
ことを大切にしたいと思う」の項目で９
６．４％であった。

A

・日頃から時事的事案にアンテナを高く
し、心の教育を進め、日々の道徳の授
業が子どもの心を揺さぶるものものに
なることを望む。

●いじめの早期発見、早期対応に
向けた取組の充実

○いじめの早期発見、早期対応
〇QUテストにおいて１学期よりも２
学期は満足群を増やし、要支援群
を減らす。
〇「学校が楽しい」という児童の割
合が90％以上

・日常の観察を心がけ、子どもの
小さなつぶやきを見逃さないよう
にし、子どもが相談しやすい雰囲
気作りを行う。また、SCやSSW、心
の相談員等との連携を図る。
・月１回の心の アンケートや年2回
のQUテストを行う。
・子供同士で認め合うような学級
づくりに努める。
・各種おたよりで、学校での取り組
みを周知する。

A

・管理職や級外が教室に出向き、気に
なる子の観察をしたり、担任とともに児
童の支援をしたりして、全職員で連携
を図ることができた。
・仲良しアンケートをもとに、個人面談
週間で全児童と担任が面談したこと
で、いじめの早期発見、早期対応につ
ながった。
・児童アンケート「学校が楽しい」の項
目で９６．５％であった。
・QU研修会を実施し、各学級の結果を
全職員で分析し、夏休み以降の具体
的方策を立てて実施していく。

A

・心のアンケートや、仲良しアンケート、
個人面談週間などを実施したことで、
悩みを抱えている子ども達の早期発
見、早期対応ができた。また、SCへの
相談につなげることができた。
・QU研修会で立てた具体的方策を各
学級で実施したところ、2回目のQUテ
ストでは、満足群に属する児童が増え
た。
・児童アンケート「学校が楽しい」の項
目で９４．０％、保護者アンケート「子ど
もは楽しく学校に通っていると思う」の
項目で９４．８％であった。

A

・「学校が楽しくない」が５％の結果を今
後気にかけてほしい。

●児童生徒が夢や目標を持ち、そ
の実現に向けて意欲的に取り組も
うとするための教育活動。

●「先生たちはあなたのよいところ
を認めてくれていると思う」と回答
した児童生徒80％以上
●◎「将来の夢や目標を持ってい
る」について肯定的な回答をした
児童生徒80％以上

・キャリアパスポートの活用を図
る。
・生活や学習において自分のめあ
てや見通しをもたせて、活動後の
ふりかえりを行うことで自分の成
長につなげていく。

A

・児童アンケートで「先生たちはあなた
のよいところを認めてくれていると思う」
の項目で９２．４％であった。
・児童アンケートで「将来の夢や目標を
持っている」の項目で９１．４％であっ
た。
・学校生活の中で子どもたちの頑張り
を全職員でほめることを継続していく。 B

・児童アンケート「先生たちはあなたの
よいところを認めてくれていると思う」の
項目で、「よくあてはまる」と答えた児童
が1回目の調査より１１．２ポイント増え
た。
・児童アンケートで「将来の夢や目標を
持っている」の項目で８４．５％と1回目
よりも下がったので、短期・中期の目標
を児童の発達段階に応じて設定し、そ
の実現に向けて全職員で声かけするこ
とを継続していく。

B

・自分の良いところを認められない子
への言葉かけをぜひお願いする。
・夢や希望に関するアンケートについ
て、児童・保護者・職員をそろえた方が
いい。
・夢や希望がないことで不安にならな
いように、いろいろな体験をさせ、好き
なこと・楽しいことを増やす。

●望ましい生活習慣の形成 ●「生活・家庭学習チェックシート」
を活用し、生活習慣に関する項目
が「できた」と答える児童が90％以
上

・「生活・家庭学習チェックシート」
に取り組み、各項目を意識して生
活をさせ、自分の生活を振り返ら
せる。また、時間や時刻について
は、家庭で話し合って決めてもら
う。
・「生活・家庭学習チェックシート」
の意識づけを図るととに、結果に
ついて情報を発信し、保護者との
連携を図る。

A

・規則正しい生活ができていますか（早
寝・早起き・朝ご飯・歯磨きなど）と答え
る児童が94.7％だった。
・テレビやゲームは、家の人と決めた
時間を守っていますかと答える児童が
92.4％だった。
・「生活・家庭学習チェックシート」を
チェックし望ましい生活習慣への意識
づけを行っていく。 B

・規則正しい生活ができていると答える
児童９５．８％。
・「生活・家庭学習チェックシート」で
は、生活習慣に関する項目は９０％を
達成しているが、保護者アンケートで
は、「テレビやゲームの時間が守られ
ている」７１．２％となっている。特にテ
レビやゲームの時間に関してはまだま
だ低い結果となっているので、毎月の
ノーデジタルデーの取り組みを児童や
保護者に今後も啓発していく必要があ
る。

B

・街中で大人も常にスマホを見ている
中で、子どもも小さい頃からその環境
にいる。そのことの危うさについて教育
講演会等でぜひ取り組んでもよいので
はないか。
・テレビやゲームに関して、児童や保護
者に啓発していく必要がある。（成長に
及ぼす影響についての啓発資料・時間
設定に関して子どもとの話し合い・継続
して守らせる工夫）

○体力づくり ○体育やスポーツチャレンジな
ど、「自分の記録を伸ばそうとがん
ばっている」と答える児童が９０％
以上

・体育学習の充実を図り、体育の
時間やマラソン大会などにおける
自己の記録向上に向けての意欲
を高める。
・佐賀県スポーツチャレンジに参
加することを通して、運動の楽しさ
や競争することの楽しさを感じさせ
る。 A

・体育やスポーツチャレンジで、「自分
の記録をのばそうとがんばっている」と
答える児童が94.2％だった。
・体育の時間に目標を持たせて取り組
むことができている。縦割りの活動や
授業の中でスポーツチャレンジにも取
り組む予定。

A

・体育やスポーツチャレンジで、「自分
の記録を伸ばそうとがんばっている」と
答える児童が９８．２％。
・縦割り活動で８の字とびを取り入れた
り、各クラスでスポーツチャレンジの
様々な種目に挑戦したりしたことで、児
童が目標を持って運動に取り組むこと
ができた。 A

・ぜひ健康な体つくりを目指して今後も
続けてほしい。

●業務改善・教職員の
働き方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在
校等時間の削減

○「計画的・効率的に業務を進め
ている」と自己評価する職員の割
合が９０％以上を目指す。

●教育委員会規則に掲げる時間
外在校等時間の上限（月45時間）
を遵守する。

・学校行事やプロジェクトの活動を
見直し・精選を行い、年間計画に
もとづき、見通しをもって業務に取
り組む。
・校務フォルダーの整理を推進し、
業務の効率化をめざす。
・ペーパーレス化を推進して業務
改善を行う。
・定時退勤日（第１金曜日・第３水
曜日）の推進

A

・「計画的・効率的に業務を進めてい
る」と自己評価する職員の割合が９４．
１％と高く、業務の効率化を今後も進
めていく。
・職員の７月までの時間外在校等時間
は、全職員の平均で２７時間であった。
行事や校務の業務改善を推進して、更
なる時間削減に取り組む。 A

・「計画的・効率的に業務を進めてい
る」と自己評価する職員の割合が９４．
４％と高く、計画的・効率的に業務を進
めることができ、働き方改革が進んで
いる。
・職員の１１月までの時間外在校等時
間は、全職員の平均で２４時間で、更
に業務改善が進んでいる。級外が宿題
や学力向上のためのテストの採点等を
分担したり、校時程を変更して時間確
保を進めたりしていることも効果的で
あった。

A

・職員が一枚岩となり、協力体制を組
んでいることに感謝している。
・業務の効率化は職員の心の健康に
つながる。セルフケア・ラインケアに取
り組まれ、働き方改革を望む。
・意欲がある職員ほど仕事が多いと思
う。上司がよく見ておくことが必要であ
る。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●心の教育

●健康・体つくり

中間評価 最終評価 学校関係者評価

５　総合評価・

　　次年度への展望

・担任の負担削減のために、宿題や採点等について級外が分担していくことは非常に有効であった。一方で、どんな箇所を間違えているのか、何につまずいているのかを知るためには、担任が書き直しをさ

せることも大切であるので、書き直しのさせ方については今後の課題である。

・コロナ後で「学び合い」を活発に行うことができるようになったが、学力の土台となる基礎・基本をしっかりと身につけるために、復習や補習、家庭学習を徹底してやることも重要であり、全職員で基礎

学力の定着に取り組むことが大切である。

・自分の考えをもたせるとともに、書くことになれるために、どの学級もテーマ日記に取り組んだ。次年度も書く活動に取り組み、俳句・川柳作りやNIE等の国語力の底上げについても検討していく。

・完全不登校の児童はいないが、年間30日以上欠席する児童がいるので、SCやSSW、心の相談員等の専門家と連携して教育相談を充実させる。

・家庭でのスマホ・ゲーム等が課題であり、家庭への啓発活動について、PTAと連携して行う必要がある。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

１　前年度

　　評価結果の概要

・会議や研修について見直しているものの、コロナ感染症対応による職員の負担感、行事の変更等で時間外勤務も前年度と比べてあまり変わらなかった。また、児童対応の事案については、他の外部機関との連携・協力により担任が一人

で抱え込まない体制が整い、負担軽減につなげることができた。

・コロナ禍の中で「学び合い」を活用した授業づくりができず、前半は一人学びの時間を設定したことから、自分の考えを書くことに対して少しずつ抵抗が少なくなってきた。基礎学力の定着のために全職員で取り組んだことで、学力向

上につながった。引き続き、学校が一つになってこの実践を行っていく。

・キャリアパスポートが効果的にじっしされてよかった。次年度も学年相応に丁寧に推進していく。

・児童は安全で落ち着いた学校生活を送ることができた。さらに、自己有用感を高め、人付き合いの仕方や自分の気持ちの伝え方等を学習するためのＳＳＴを取り入れると共に、日常の教育相談を丁寧に行っていく。

・体力・運動能力の向上に向けて環境整備を進める。また、家庭生活リズムづくりの中で、特に、テレビゲーム等の時間が守られていない状況も見られる。さらに、家庭との連携を図る。

２　学校教育目標

かしこく　やさしく　たくましく

①かしこい子(主体的に学び、集団の中で生き生きと活動できる子ども）②やさしい子(自分で考え行動し、他者と協力できる子ども)　③たくましい子(心も体も健康で粘り強い子ど

も）

３　本年度の重点目標
①全ての子どもが「活動する喜び」「分かる・できる喜び」「教え合い・学び合う喜び」「追求・工夫する喜び」を感じられる教育活動を推進し、学力の向上を図る。

②全ての子どもに「関わり合いの中で生き生きと学ぶ」機会を作り、「学校に行きたい」と思える期待感の向上を図る。

学校名 嬉野市立五町田小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組


